
本宣言書は栃木銀行のサポートのもと作成しております 

●子ども食堂を通じて多くの子どもたちに無償での食事の提供

●洋服のお譲り会、フードパントリーの実施

障がいのある人、弱い立場にある人々が必要としていることを特によく考え、だれもが参加できる持続可能なまちづくりを推進す

る。

年齢、性別、障がい、人種、民族、生まれ、宗教、経済状態などにかかわらず、すべての人が能力を高め、

社会的、経済的、政治的に取り残されないようにすすめる。

●国籍問わずにすべての人への福祉サービスの提供

●相談員を配置し、きめ細かい相談支援の実施

●療育を受ける基礎となる体づくりのため、放課後等デイサービスでの

　栄養を考えたおやつの提供

●児童発達支援での手作りお弁当の提供

すべての子どもたちが保健サービスや教育を受け、必要な知識や技術を身につけられるようにする。

●活動のPDCAサイクルの構築

●SDGs経営に関する経営層への研修

●経営層によるSDGsの推進度合いの評価の実施

経営層が自社のSDGsに関する活動の重要性について認識し、経営の一環として積極的に推進いたします。

【具体的な取組】

住み続けられるまちづくりを

【具体的な取組】

人や国の不平等をなくそう

【具体的な取組】

すべての人に健康と福祉を

【具体的な取組】

SDGs経営の推進
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理事　日野　尊憲 

当社は、福祉で子どもたちと未来を創造することをモットーに、子どもたち一人ひとりの個

性を尊重し、子どもたちの無限の可能性を開くための取組みを行うなかで、持続可能な

社会の実現に向けた積極的な取組みを行ってまいります。

特定非営利活動法人　青藍会


